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２．２０２７年国際園芸博覧会の概要
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2027年国際園芸博覧会は、「幸せを創る明日の風景」をテーマに、花や緑との関わりを通じ、自然と共生した持続可能で
幸福感が深まる社会の創造を目的として開催。
本博覧会では、多様な屋内外の展示、コンペティション、行催事等を通じて、以下に取り組む。
① 花・緑・農に関連した最新技術の国内外での共有による、SDGsの達成やグリーン社会の実現の推進
② 国内の優れた花きの魅力や、日本庭園・いけばな等の文化の発信を通じた、花き園芸産業・造園業等の発展への貢献
③ 花の名所や様々な庭園をはじめとする観光資源との全国的な連携を通じた、観光振興への貢献

相鉄線「瀬谷駅」から北に2ｋｍ

開催概要 開催場所・会場イメージ

位 置 付 け：最上位の国際園芸博覧会（A1）
※我が国では1990年の大阪花の万博以来の開催

開 催 場 所：旧上瀬谷通信施設の一部（約100ha）
（横浜市旭区・瀬谷区）

開 催 期 間：2027年3月19日～9月26日
（6か月間）

参 加 者 数：1,500万人（ICT活用等の多様な参加形態含む）
※大阪花の万博では約2,300万人が来場

会場建設費：約320億円

テ ー マ：幸せを創る明日の風景
～Scenery of the Future for Happiness～

開 催 主 体：一般社団法人
2027年国際園芸博覧会協会
※園芸博法に基づき国が指定
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２０２７年国際園芸博覧会の検討概要

10

2017

2018

2019

2020

2021

2022

横浜市（開催都市） 協会（開催者）国（開催国政府）

「国際園芸博覧会招致
検討委員会」設置

「国際園芸博覧会基本
構想案」策定

「国際園芸博覧会検討会」を設置。
日本での開催意義、横浜市における計画案
について検討

AIPHに開催招致都市と
して開催承認される

AIPHに政府指示書を発出、正式承認される 「横浜市国際園芸博覧
会基本計画（案）」を
検討「国際園芸博覧会具体化検討会」を設置。

BIEに計画案を提出するにあたり充実すべ
き事項等を検討

国際博覧会に関する条約上の手続を進める
ことが閣議了解

園芸博法が公布・施行

(一社)２０２７年国際
園芸博覧会協会設立

第171回BIE総会（令和4年11月28日）に
おいて、国際条約に基づく国際博覧会と
して認定

２０２７年国際園芸
博覧会基本計画案
の公表・意見募集

内閣改造で「国際園芸博覧会担当大臣」が
指定
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「国際園芸博覧会検討会（令和元年度）」、「国際園芸博覧会具体化検討会（令和２年度）」における検討を通じて、
国際園芸博覧会を日本で開催することの国としての政策的意義や開催地の考え方、今後展開すべき内容を整理。
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２０２７年国際園芸博覧会の検討概要
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■横浜・上瀬谷地区で国際園芸博覧会を開催することについて
（国際園芸博覧会具体化検討会報告書より）

• 米軍の通信基地として開発が抑制されてきた歴史を俯瞰し、大規模な土地
利用転換を通じて、世界的な環境変化を踏まえた国の政策の実践の場、

平和で持続可能なまちづくりの国内外への展開のモデルの場となる

• デジタル技術と自然環境が融合した、郊外部の新たなモデルとなる

• 都市郊外部の次世代のライフスタイルを提示する役割を果たし、
ひいては、環境に配慮した持続可能な農業の普及・展開や、新たな時代に

おける田園都市のモデルとなる

• 郊外部としてのポテンシャルを活かした観光体験を提供し、国内の地方創
生のモデルとなる

「国際園芸博覧会検討会（令和元年度）」、「国際園芸博覧会具体化検討会（令和２年度）」における検討を通じて、
横浜・上瀬谷地区において国際園芸博覧会を開催することで、新たな時代における田園都市のモデルとなる期待が示された。
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